
 

 

 

 

新潟山形南部連絡道路 
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令和 ４ 年 １２ 月 ５ 日 

新潟山形南部連絡道路建設促進期成同盟会 
会長 山形県小国町長 仁 科 洋 一 

令和５年度開通に向けて工事が進む梨郷道路(仮称)川西 IC 付近（山形県川西町) 

至 村上市 

至 南陽市 

早期開通を目指して工事が進む鷹ノ巣道路（新潟県関川村） 道路・構造物設計、用地買収等が進み、今年度より 

工事に着手している小国道路（山形県小国町中心部） 

至 小国

町 
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新潟山形南部連絡道路の整備促進について 

 新潟山形南部連絡道路は、日本海沿岸東北自動車道と東北中央自動車道に連結し、新潟・仙台両都

市を最短ルートで結ぶ重要な路線であるとともに、コロナ禍からの回復に向け広域的な観光交流の

さらなる促進や経済構造の転換・好循環の実現などに大きく寄与する、まさに地方創生の基軸として

重要な社会基盤となるものです。 

しかしながら、いまだに事業化されていない区間が多く、早期の全線事業化、事業中区間の一層の

事業促進と一刻も早い全線開通が切望されております。 

計画路線上に位置する国道１１３号の沿線地域は、交通事故や冬期の通行障害、さらには自然災害

等が発生した場合、広域迂回を余儀なくされてきました。 

特に本年８月に発生した豪雨災害では、新潟県村上市、関川村など下越地域と山形県小国町、飯豊

町など置賜地域に甚大な被害をもたらし、国道１１３号はもとより主要な県道・市町村道が通行不能

となり集落が孤立するなど、昭和４２年羽越水害に匹敵する大災害となりました。 

これにより移動不能や広域迂回を強いられるなど、新潟・山形両県の住民生活や物流・経済活動、

被災箇所の復旧活動に大きな影響が生じたことから、沿線住民はもとより世界的シェアを誇る製造

企業をはじめ経済活動を展開している企業体からも、物流の高速化、安全性とともに自然災害にも強

い、直轄国道とのダブルネットワーク構築が強く求められております。 

これまでも様々な機会を捉えて、沿線住民や経済活動を展開している企業体の声を届けてまいり

ましたが、あらためて新潟山形南部連絡道路の早期実現にかける関係機関の熱意と期待を表明し、次

の事項について強く要望するものであります。 

一 沿線には世界的シェアを誇る製造企業など地域にとっても重要な企業が立地しており、地域経

済の好循環や生産性の向上に資するストック効果を早期に発揮させるため、さらには国土の横

軸として広域ネットワークを構築する高規格道路「新潟山形南部連絡道路」の整備を推進するた

め、次の重点事項にご配慮をお願いいたします。 

（１）新潟県関川村内「鷹ノ巣道路」(L＝5.0km)の事業促進と早期開通 

（２）山形県南陽市から長井市までの「梨郷道路」(L＝7.2km)の令和５年度開通に向けた 

事業促進 

（３）新潟県関川村から山形県小国町までの「小国道路」(L＝12.7km)の事業促進 

（４）未事業化区間の早期計画策定 

   特に以下の区間について優先的に進めること 

・新潟県関川村片貝から金丸間 

・山形県飯豊町手ノ子地内 

一 中長期的な見通しに立って計画的に道路整備が進められるよう、各年度の計画的な執行が可能

となる予算措置や新たな財源を創設するとともに、コロナ禍からの回復に向け物流・観光等の経
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済活動に不可欠な道路整備事業費の大幅な拡充を図ること。 

一 道路施設の防災・減災、国土強靱化のための５か年加速化対策について、強靱で信頼性の高い高

規格道路ネットワークの構築に向けてミッシングリンクの解消や直轄国道とのダブルネットワ

ーク構築、予防保全による道路メンテナンスへの転換に向けた老朽化対策など、着実に執行する

ために必要な予算・財源を例年以上の規模で確保し、計画的に事業を推進するとともに、対策期

間完了後においても国土強靱化に必要な予算・財源を通常予算とは別枠で確保して、継続的に取

り組むこと。 

一 冬期の道路交通確保と大雪時の支援体制の確立を着実に実施するための予算を確保するととも

に、頻発化する災害などに対応する地方整備局等の体制の充実・強化や災害対応に必要となる資

機材を確保すること。 

一 資材価格が高騰する中でも必要な道路整備・管理が長期安定的に進められるよう、新たな財源を

創出するとともに、令和５年度道路関係予算は所要額を満額確保すること。 

一 地域経済を支えるため、公共事業を含む補正予算を速やかに編成すること。 

一 本同盟会は、南東北における「横軸道路」の機能を高めるため、「山形・宮城国道１１３号整備

促進期成同盟会」と連携して活動しており、防災・安全対策に重要な高畠町深沼地内（南陽高畠

ＩＣ～根岸交差点間）交通安全施設の整備促進を図ること。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ８月３日からの豪雨により 
土砂流出、冠水等による通行規制多発、迂回路
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日本重化学工業株式会社

本社：東京都中央区新川一丁目17番25号

資本金：1億円 従業員：454名（2022年3月末）

xEV(電気自動車やハイブリッド車など）用電池材

料や半導体用の高純度ターゲット材料を生産し、国

内・海外に供給。
・ｘEV用電池材料
・半導体用ターゲット材料

・ｘEV搭載モーターに使用される磁石材料

・市販充電池用負極材料
・FPD用高純度ターゲット材料

小国町から世界へ、世界から小国町へ

物流交通網は、生産活動の生命線

使用済みxEVなどから回収された電池や磁石から、

レアアースやレアメタルを高純度で抽出し、資源の国

内循環に貢献。
・使用済みニッケル水素電池のリサイクル
・半導体用高純度ターゲット材料のリサイクル
・ｘEV用磁石材料のリサイクル

・リチウムイオン電池からのレアメタル高度リサイクル

レアアース等の高度リサイクル事業日本重化学・山形事業所の主要製品

安定した物流網、ライフラインの強化により、

企業のＢＣＭ、ＢＣＰ（事業継続計画）に貢献

＜日本重化学工業(株)山形事業所の話＞

世界最先端の電池材料、電子材料、磁石材料などを独

占的に供給しており、冬期間でも安定した物流網の確保は

大変重要である。東日本大震災により、主要ユーザーから

ＢＣＰ、ＢＣＭ（危機管理、事業継続マネジメント）の

強化を強く求められており、新潟山形南部連絡道路の早

期整備に大変期待している。

資料提供：日本重化学工業

高容量電池材料・新工場(2018年２月完成）

ニッケル水素電池用

水素吸蔵合金

高容量電池材料

FPD用
ターゲット材料

半導体用
ターゲット材料

使用済み
ニッケル水素電池

各種原料・
副資材

山形事業所

山形県西置賜郡小国町232

従業員：219名（2022年3月末）

日本重化学工業（株）山形事業所

新潟山形南部連絡道路

新潟山形南部連絡道路 約８０Km

【事業中】
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令和 3 年 4 月 5 日（月）新潟県関川村～山形県小国町間の国道 113号 

トンネル内での車両事故のため、5 時間の全面通行止め 

■全面通行止め 午前 7 時 24 分～  ■通行規制解除 午前 12時 24 分 

 

 

事故発生箇所（片貝トンネル内） 
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新潟山形南部連絡道路建設促進期成同盟会 

会  長  山形県小国町長  仁 科 洋 一 

副 会 長  新潟県関川村長  加 藤   弘 

副 会 長  山形県長井市長  内 谷 重 治 

監  事  新潟県村上市長  高 橋 邦 芳 

監  事  山形県飯豊町長  後 藤 幸 平 

【会 員】 

新 潟 県                   山 形 県 

新発田市長      二階堂   馨      米沢市長       中 川   勝 

胎内市長       井 畑 明 彦      南陽市長       白 岩 孝 夫 

聖籠町長       西 脇 道 夫      高畠町長       髙 梨 忠 博 

粟島浦村長      脇 川 善 行      川西町長       原 田 俊 二 

                           白鷹町長       佐 藤 誠 七 

新発田市議会議長   若 月   学 

村上市議会議長    三 田 敏 秋      米沢市議会議長    相 田 克 平 

胎内市議会議長    小 野 德 重      長井市議会議長    浅 野 敏 明 

聖籠町議会議長    五十嵐 利 榮      南陽市議会議長    舩 山 利 美 

関川村議会議長    渡 邉 秀 雄      高畠町議会議長    近 野   誠 

粟島浦村議会議長   本 保 信 勝      川西町議会議長    鈴 木 幸 廣 

                        白鷹町議会議長    今 野 正 明 

新発田商工会議所会頭 佐 藤 哲 也      飯豊町議会議長    菅 野 富士雄 

村上商工会議所会頭  川 崎   久      小国町議会議長    髙 野 健 人 

豊浦商工会長     野 口 政 男 

聖籠町商工会長    栗 原 修 司      米沢商工会議所会頭  加 藤 英 樹 

加治川商工会長    中 野 康 平      長井商工会議所会頭  加 藤 眞佐夫 

紫雲寺商工会長    小 林 豊 男      南陽市商工会長    菅 野 直 彦 

中条町商工会長    井 上 喜美男      高畠町商工会長    山 村 義 美 

黒川商工会長     小 谷   淳      川西町商工会長    寒河江 輝 文 

関川村商工会長    中 倉 虎 治      白鷹町商工会長    吉 田 博 之 

荒川商工会長     山 田 俊治郎      飯豊町商工会長    冨 永 春 次 

神林商工会長     野 澤 道 雄      小国町商工会長    伊 藤 通 芳 

朝日商工会長     渋 谷   浩 

山北商工会長     加 藤 英 人 

【事務局】 〒999-1363 山形県西置賜郡小国町大字小国小坂町二丁目 70 番地 

山形県小国町役場地域整備課（新潟山形南部連絡道路推進室） 

                         TEL0238-62-2431/FAX0238-62-5464 

 

【関連民間組織体】新潟山形南部連絡道路早期実現推進協力会 

・「関川－小国間」小国町協力会（H26.12.5 設立） 会 長：伊 藤 通 芳 

事務局／山形県小国町商工会内 

・「関川－小国間」関川村協力会（H28.7.6 設立）  会 長：中 倉 虎 治 

                        事務局／新潟県関川村商工会内 

・「飯豊町区間」飯豊町協力会（H30.7.10 設立）  会 長：冨 永 春 次 

事務局／山形県飯豊町商工会内 


